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研究成果の概要（和文）：本研究では、「① P-SCやN-SCと1つの自己側面における事象の関連性をパネルデータ
を用いて検討すること」、「② パネルデータを用いて、時間的に先行するSC指標が主観的well-beingと関連す
るかどうか」を検討することを目的とする調査を実施した。分析の結果から、自己複雑性は1つの側面に起きた
事象により変化する可能性は低いこと、自己複雑性の側面数は人生満足度とは直接的に関連するが、それ以外の
自己複雑性と主観的well-beingの指標間に関連性はみられないことが示された。

研究成果の概要（英文）：In this study, we conducted a survey aimed at examining "(1) the association
 between P-SC and N-SC and events on one self-aspect using panel data" and "(2) whether 
time-precedent SC indicators are associated with subjective well-being using panel data". The 
results of the analysis indicated that self-complexity is unlikely to be altered by events occurring
 in one aspect, and that the number of aspects of self-complexity is directly related to life 
satisfaction, but that no association is found between other indicators of self-complexity and 
subjective well-being.

研究分野： 社会心理学

キーワード： 中高年者　主観的well-being　自己複雑性

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、多くの集団に所属したり、役割を持っている中高年者の方が人生に満足している傾向があることが
示され、集団に所属していることや役割を持っていることの重要性が示唆された。中高年者の主観的well-being
の維持・向上のためには、各人の自己の構造に留意する必要があることを示唆した点において、社会的および学
術的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
高齢者の社会関係の豊かさが主観的 well-being（SWB）と関連することは多くの研究で指摘

されているが、多様な関係性の交互作用については十分な研究が少ない。本研究では、従来の活
動理論（AT）では明確にしきれなかった社会関係の交絡要因が SWB へ与える影響を考慮する
ために、自己複雑性（SC）因果モデル（「１．P-SC の高い高齢者は、役割に関するネガティブ
な事象が及ぼす RI への負の影響が小さいため、SWB は高く維持される」、「２．N-SC の高い人
は、役割に対するネガティブな事象が及ぼす RI への負の影響が促進される。RI が低下した結果
として、SWB も低下する」）を生成し、前向き調査を通して、実証を試みる。加えて、P-SC を
向上させる介入プログラムを開発することで、社会心理学の知見を地域社会へ寄与する。 
 
２．研究の目的 
 研究開始当初の研究目的では、P-SC を向上させる介入プログラムの開発も目的としていた。
しかし、2020 年より我が国において新型コロナウィルスが蔓延したことにより、予定していた
地域在住高齢者の協力が得られない状況となった。また、研究期間中に自己複雑性概念に関する
理論的進展がみられたことから、当初の目的から介入プログラムの開発は断念し、SC 因果モデ
ルの精緻化に目的を特化し、さらに一部の仮説を変更することで実証を試みた。 
 以下、新たな研究目的を説明する。まず、当初は役割に関する事象が単一の役割アイデンティ
ティによる主観的 well-being を調整することを想定したが、そもそも役割に関する事象と SC
の関連性が明確でなかったことから、「① P-SC や N-SC と事象の関連性をパネルデータを用い
て検討する」ことを目的とした。また、これまで自己複雑性と主観的 well-being の関連は、同
一時点において測定した指標間の関連性において示されたものであった。そこで、本研究では、
「② パネルデータを用いて、時間的に先行する SC 指標が主観的 well-being と関連するかどう
か」について検証した。その際、SC を Linville’s「H」（Linville, 1985; 1987）によって求めら
れたものだけでなく、榊（2006）によって提案された側面数とオーバーラップ度の指標も同時に
用いて検討した。 
 
３．研究の方法 
 目的①および②について、2016 年に実施した調査の対象者に対して、2019 年に再度調査を依
頼した。その後、同意の得られた対象者に対し、2 回目の調査を実施した。なお、2016 年に実
施した調査は、調査会社 A 社に登録する 50―74歳のモニターで、何らかの収入を伴う就労を行
っている 348 名（Mage = 60.23, SDage = 6.32, 男性 203 名, 女性 145 名）が対象であった。この
対象者に対し、川人（2015）が実施した方法に従い、Linville’s「H」が算出可能な調査項目を訪
ねている。 
 2019 年の調査では、回答の得られた対象者から、単一の自己側面として設定した就労者とし
ての役割を維持している中高年者 161 名（Mage = 58.75，SDage = 6.02，男性 90 名，女性 71 名）
を分析対象とした。調査内容は、「1. 2016 年の 1 回目の調査以降、2019 年の 2 回目の調査時点
までの間における就労に関するポジティブおよびネガティブな事象の有無とその内容の自由記
述」、主観的 well-being に関する人生満足度尺度（大石，2009）、短縮版感情的 well-being 尺度
（中原，2011）、生活満足度尺度（古谷野他，1989）を訪ねた。 
なお、2019 年の調査については、中京大学現代社会学部・社会学研究科における研究倫理審

査（2018-001）において承諾が得られた後に実施した。 
 
４．研究成果 
 まず、目的①について、2016 年調査から 2019 年調査時点までに、ポジティブな事象が起こ
ったと回答した人は 80名であり、ネガティブな事象が起こったと回答した人は 56 名であった。
各事象の内容については、表 1 に示した。 

表 1 事象の具体的内容 

ポジティブ事象の自由記述例 ネガティブ事象の自由記述例
未だに仕亊が有る亊。 自分が思っていたよりも、課価が高くなかった。

６０才を過ぎて資格をとり、会社に役立てて気分がよい。 正社員（２９才）から、今まで会社をやめた方は、私が原因と言われた。

仕事の手が早くなった。お客様から感謝の言葉をもらった。多くの人と話しができ
た。

年収が少なくなった。

責任ある仕事をまかせてもらえるようになった。
同僚と仕事のやり方で対立があった。暴言をはいたり、ケンカ腰になることもしば
しばあった。

前回より新しい仕事が増えた。 短い労働時間の中で、仕事をしなければならず、時間配分に苦労した。
同僚との関係が以前より良くなった。何でも話せるようになった。 職場で転倒してケガをした。
外国の友人ができた。新しい事業に取り組む。プログラムの勉強をはじめた 担当店ポが閉店になった。異動になり新しい店ポになった。
パートながら、手術で入院しても、１年契約をして頂けたことも病院の方々のおか
げで続けて勤務できることになった。私の席があったということです。

会社側より契約しないと言われたが、病院側で私の勤務をみとめてくれた、会社の
たいどの悪さを感じた。

役員（社長）へ就任した。 仕事のやり方が２年半の間に３度位かわった。覚えなおす事は大変な事と思った。



次に、P-SC を従属変数、ポジティブな事象の有無および時点を独立変数とする 2 要因分散分
析を実施した結果、ポジティブな事象の主効果（F = 6.67, p < .05）が有意であり、多重比較の
結果、2016 年および 2019 年の P-SC ともに、ポジティブな事象があった人の方が高かった（図
1）。また、N-SC を従属変数、ネガティブな事象の有無および時点を独立変数とする 2 要因分散
分析を行った結果、ネガティブな事象の主効果（F = 11.17, p < .01）が有意であり、多重比較の
結果、2016 年および 2019 年の N-SC ともに、ネガティブな事象があった人の N-SC は高かっ
た（図 2）。 

図 1．ポジティブ事象の有無による P-SC の違い  図 2．ネガティブ事象による N-SC の違い 
 
 目的②については、2016 年に取得したデータから、SC、P-SC および N-SC を Linville’s「H」
で算出した指標、榊（2006）の側面数およびオーバーラップ度を計算した指標を用い、2019 年
に取得した人生満足度、ポジティブ感情、ネガティブ感情、生活満足度との相関係数を算出した
（表 2）。その結果、側面数が多い人の方が人生満足度は高い傾向（r = .112, p < .05）が示され
たが、それ以外の自己複雑性の指標と well-being の指標の間には相関関係がみられなかった。 
 

表 2 自己複雑性指標（2016 年）および主観的 well-being 指標の相関行列 

 
 分析結果をまとめると、自己複雑性は 1 つの側面に起きた事象により変化する可能性は低い
こと、自己複雑性の側面数は人生満足度とは直接的に関連するが、それ以外の自己複雑性と主観
的 well-being の指標間に関連性はみられないことが示された。以上から、P-SC（N-SC）が高い
人は 1 つの自己側面でのポジティブな（ネガティブな）事象を認知しやすい傾向が示唆された。
また、自己複雑性と主観的 well-being の関連は、1 つの自己側面を考慮しない、直接的な関連は
限定的であることも示唆された。 
 
 
 
 
 

p < .05 p < .01 p < .01 p < .01 

人生満足度 0.081 0.090 0.043 0.112 * 0.084
ポジティブ感情 0.084 0.069 0.084 0.038 -0.027
ネガティブ感情 -0.055 -0.045 -0.062 -0.023 0.069
生活満足度 0.013 -0.014 0.042 -0.030 -0.027

Linville's 「H」 榊（2006）の指標

SC P-SC N-SC 側面数
オーバー
ラップ度
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